
１．基本情報

２．独立役員・社外役員の独立性に関する事項

a b c d e f g h i j k l
該当
なし

1 社外取締役 　 　 　 ○ 　

2 社外取締役 ○ 　 ○ 新任 有

3 社外取締役 ○ ○ 新任 有

4 社外監査役 　 ○

5 社外監査役 ○ ○ 新任 有

３．独立役員の属性・選任理由の説明
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４．補足説明

※１ 社外役員のうち、独立役員の資格を充たす者の全員について、独立役員として届け出ている場合には、チェックボックスをチェックしてください。
※２ 役員の属性についてのチェック項目

　a．上場会社又はその子会社の業務執行者
　b．上場会社又はその子会社の非業務執行取締役又は会計参与（社外監査役の場合）
　c．上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役
　d．上場会社の親会社の監査役（社外監査役の場合）
　e．上場会社の兄弟会社の業務執行者
　f．上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者
　g．上場会社の主要な取引先又はその業務執行者
　h． 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家
　i． 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）
　j． 上場会社の取引先（f、g及びhのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）
　k． 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）
　l． 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）
以上のa～lの各項目の表記は、取引所の規則に規定する項目の文言を省略して記載しているものであることにご留意ください。

※３ 本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」を表示してください。
近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」を表示してください。

※４ a～ｌのいずれかに該当している場合には、その旨（概要）を記載してください。
※５ 独立役員の選任理由を記載してください。

提出日 2023/12/1 異動（予定）日 2023/12/22

独 立 役 員 届 出 書

会社名 株式会社フォーシーズＨＤ コード 3726

独立役員届出書の
提出理由

独立役員に変更が生じるため。
2023年12月22日開催の第21期定時株主総会において選任される社外役員を独
立役員として指定するため。

番号 氏名
社外取締役／
社外監査役

独立役員

役員の属性（※２・３）

寺前　卓

異動内容
本人の
同意

立川　光昭

神谷　将史

板垣　裕二郎

鬼塚　恒

番号 該当状況についての説明（※４）

社外取締役の立川光昭氏と当社の間には特別な利害関係はありません
が、同氏が組合員を務めるネットプライス有限責任事業組合は当社の主
要株主及びその他の関係会社であります。
同社は当社の主要な株主であり、2023年9月末時点において1,230,500株
（当社発行済株式総数の15.23％）を保有しております。

該当いたしません。

社外取締役の神谷将史氏と当社とは、人的関係、資本的関係又はその他
の利害関係はございません。

弁護士登録後、主に中小企業やスタートアップ企業の法務戦略・支援に携わられてお
り、知的財産権をはじめとする法務全般のサポート、コンプライアンス実現や内部統
制の強化のため社内の諸問題や新規事業に関する助言をされております。また、民事
介入暴力対策委員会に所属（2021年度からは同委員会の副委員長に就任）し、反社会
的勢力との断絶や不当要求対策などにも取り組まれております。
当社の成長戦略の一つであるM&Aを中心とした次の柱となる新規事業の実現における
コンプライアンス体制や内部統制の強化と、会社を取り巻く様々なリスクを管理する
ため、選任いたしました。
神谷将史氏と当社との間に特別な利害関係はなく、一般株主と利益相反の生じるおそ
れがないと判断し、証券取引所が定める独立役員として指定しております。

選任の理由（※５）

社外取締役の寺前卓氏と当社とは、人的関係、資本的関係又はその他の
利害関係はございません。

大手銀行にて事業法人の海外進出、ビジネスプロモーションの支援業務、各種ファイ
ナンス業務、事業再生案件、M&Aのアレンジ等、顧客へのソリューション提供に従事
されておりました。その後、外資系金融機関においては、クライアントの財務戦略を
サポートするための多岐にわたる金融スキームのアレンジ、M&Aを含む各種投資銀行
業務に従事され、㈱MARYSOLを創業後は､上場企業を中心としたクライアントの案件
にてＦＡを歴任する等、M&A、資本政策のアドバイザリー業務にフォーカスされてお
りました。多様な属性のクライアントそれぞれの経営戦略、財務戦略に沿った提案や
案件のアレンジも得意とされ、数々のM&A、事業再生案件のアドバイザーとしてご活
躍されております。当社におきましては、資本政策の構築やM&A、国内外事業提携や
海外への事業展開の強化の加速化を図るため、選任いたしました。
寺前卓氏と当社との間に特別な利害関係はなく、一般株主と利益相反の生じるおそれ
がないと判断し、証券取引所が定める独立役員として指定しております。

社外監査役の板垣裕二郎氏と当社とは、人的関係、資本的関係又はその
他の利害関係はございません。

監査法人において企業における会計監査等の分野における豊富な経験と知見を有して
おり、現在は税理士法人の代表社員として、上場企業を含む多くの企業の業務請負を
していることから、当社グループの実効的な監査に十分な役割を果たすことが期待で
きるため、選任いたしました。
板垣裕二郎氏と当社との間に特別な利害関係はなく、一般株主と利益相反の生じるお
それがないと判断し、証券取引所が定める独立役員として指定しております。

独立役員の資格を充たす者を全て独立役員に指定している（※１）
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